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今
年
は
梅
雨
に
入
る
の
が
、
平
年
よ
り
二
十
日
も

早
く
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
我
慢
を
し
て
い
る

時
に
災
害
の
心
配
も
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
五
月
七
日
の
臨
時
会
で
議
長
に
再
任
し
て

頂
き
ま
し
た
の
で
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
議
会
活
動
が
制
限
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
方
に
何
を
し
て
い
る
か
が

分
か
り
易
い
議
会
を
目
指
し
て
、
一
層
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
暮
ら
し
が
刻
一
刻
と
変
化
を
す
る
の
に

取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に

取
り
組
み
、
執
行
者
の
方
々
と
切
磋
琢
磨
を
し
、
町

民
の
方
々
が
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
で
の
臨
時
会
は
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が

し
ま
し
た
。
町
民
の
方
々
も
傍
聴
が
し
易
く
な
っ
た

の
で
、
是
非
一
度
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
議
長
再
任

 

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
令
和
三
年
五
月
吉
日

議
長
再
任
の
ご
挨
拶

新庁舎での新しい議会構成が決まりました

議　長　永 井 嘉 男
副議長　鈴 木 紀 夫

上
松
町
議
会
議
長

　
　
永
井
嘉
男
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委　員
鈴 木 紀 夫

委　員
鎌 倉 寿 恵

みなさんの声を町政にお届けします
総務常任委員会

委員長
鎌 倉 寿 恵

委　員
茂 澄 統 一

委　員
山 村 博 喜

副委員長
森　 茂 雄

委　員
鈴 木 紀 夫

産業建設常任委員会

副委員長
茂 澄 統 一

委　員
横 井 　 勇

委　員
横 井 　 勇

委　員
村 上 眞 章

委　員
山 村 博 喜

委員長
山 本 勝 己

委　員
水 澤 ま ど か
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森　　　 茂　 雄

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会議員

永　井　嘉　男

横　 井　　　 勇

山　本　勝　己

木曽広域連合議会議員

みなさんの声を町政にお届けします

横　井　　　勇

監査委員（議会議員）

森　　　 茂　 雄

茂　澄　統　一

水 澤 ま ど か

上松町消防委員会委員（議会議員）

山　村　博　喜

横　井　　　勇

鈴　木　紀　夫

山　本　勝　己

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

議会運営委員会

上松町に活力を！

議会報編集特別委員会
山　本　勝　己

水 澤 ま ど か

鎌　倉　寿　恵

茂　澄　統　一

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員
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編

集

後

記

■議　員
議員は４年ごとに町民のみなさんの選挙によって
選ばれます。上松町の議員の数は、条例で１０人
と決められています。

■本会議
本会議は、議案などを審議し、議会の最終的な意
思決定をする最も重要な会議です。
本会議では、町長が提出した議案について説明が
あり、これに対して議員は、疑問な点を聞き（質
疑）、意見を述べ（討論）、賛成・反対を明らかに
します。
このほか議員には、定例会に限り、町の事務事業
について質問（一般質問）をすることができます。
本会議は公開が原則で、どなたでも自由に傍聴で
きます。

■委員会
議案などは、最終的には本会議で決められますが、
行政の範囲が広く、複雑なため、本会議で詳しく
審議することは困難です。
そのために、いくつかの委員会を設け、効率的・
専門的に調査・研究します。
委員会には、常任委員会、議会運営委員会、特別
委員会があります。
▶常任委員会…議会に常におかれている委員会

で、条例等の議案や請願の審議を行います。
　上松町には、次の２つの常任委員会があり、上

松町議会委員会条例により、常任委員の任期は
２年と定められています。

　　　・総務常任委員会
　　　・産業建設常任委員会
▶議会運営委員会…議会の運営を能率よく行うた

めに、会議の期間や発言の取り扱いなどを決め
ます。

　
▶特別委員会…特別な事項を検討するときに臨時

に設けられる委員会で、その事項の審査や調査
が終了すれば消滅します。

主
な
内
容

　
議
長
・
副
議
長
選
挙

　
常
任
委
員
の
選
任

　
議
会
運
営
委
員
の
選
任

　
木
曽
広
域
連
合
会
議
員
の
選
挙

　
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
組
合
議
会

議
員
の
選
挙

　
消
防
委
員
の
推
薦

発
議
第
一
号
　

　
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
設
置
に

関
す
る
決
議

臨　時　議　会
令和３年 5月７日（金）

議会のながれ

議 案

執行機関(町長)

議案・意見書

議 員住 民

請願・陳情

本　　会　　議

委員会へ付託

議案の質疑

討　　論

採　　決

提 出 者 の 説 明

議 案 の 質 疑

委員長の報告

報告の質疑

討　　　　論

採　　　　決

委　員　会

　
令
和
三
年
五
月
七
日
臨
時
議
会
が
開
催

さ
れ
新
た
な
議
会
構
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
議
会
っ
て
こ
ん
な
仕
事
し
て
る
の
」「
議

員
の
皆
さ
ん
を
身
近
に
感
じ
る
事
が
出
来

た
よ
」
そ
ん
な
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
が
聞

こ
え
て
く
る
こ
と
を
願
い
議
会
改
正
後
初

め
て
の
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
四
月
二
十
六
日
新
庁
舎
竣
工
式
が
挙
行

さ
れ
町
政
に
お
い
て
も
新
庁
舎
で
の
新
し

い
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
だ
ま
だ
通
常
の
生
活
に

は
戻
れ
ま
せ
ん
が
五
月
七
日
か
ら
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
高
齢
者
を
対
象
に
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
が
全
町
民
に
接
種
さ
れ
る
事

で
通
常
の
生
活
が
戻
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　
議
会
活
動
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
様
に

町
政
の
様
子
を
報
告
し
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
や
要
望
を
行
政
に
伝
え
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
方
よ
り
の
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
（
山
本
）

　
議
会
報
発
行
責
任
者
　
　
永
井
　
嘉
男

議
会
報
編
集
委
員
長
　
　
山
本
　
勝
己

副
委
員
長
　
　
水
澤
ま
ど
か

委
　
　
員
　
　
鎌
倉
　
寿
恵

委
　
　
員
　
　
茂
澄
　
統
一

議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
は

議
会
事
務
局
（
五
二
―
二
〇
〇
一
）

ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。


